
   公立大学法人青森公立大学職員の自動車事故等による懲戒処分等に関する規程 

平成２１年４月１日 

規程第５４号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、公立大学法人青森公立大学職員懲戒規程（平成２１年規程第 

５３号）第８条の規定に基づき、青森公立大学職員の自動車の運転による事故又は

道路交通法（昭和３５年法律第１０５号。以下「法」という。）違反による懲戒処分

等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定

めるところによる。 

(1) 自動車事故 法第２条第１項第９号に規定する自動車又は同項第１０号に規

定する原動機付自転車（以下「自動車」と総称する。）の運転中における人の死傷

（以下「死傷」という。）又は物の損壊（以下「物損」という。）をいう。 

(2) 重大な義務違反 自動車の運転中における法第２２条第１項（最高速度を超え

る速度が３０km 毎時以上の場合に限る。）、第６４条（無免許運転の禁止）、第 

６５条第１項（酒気帯び運転の禁止）又は第６６条（過労運転等の禁止）の規定

の違反をいう。 

(3) 義務違反 自動車の運転中における法の規定の違反（重大な義務違反を除く。）

をいう。 

（自動車事故等の報告） 

第３条 職員は、自動車事故を起こした場合、重大な義務違反をした場合又は義務違

反をして自動車運転免許の停止処分を受けた場合は、速やかに所属長に自動車事故

等の状況を書面により報告しなければならない。 

２ 自動車事故のうち、法第７２条第１項（交通事故の場合の措置）に規定する必要

な措置を講じた業務外の事故で、死傷又は重大な義務違反を伴わないもの（被害者

との示談交渉等で紛争の生じている場合を除く。）については、前項の規定は適用し

ない。 

３ 所属長は、第１項の規定による報告を受けた場合は、速やかにその内容を書面に

より理事長に報告しなければならない。 

（自動車事故等の事情聴取等） 

第４条 理事長は、前条第３項の規定による報告を受けた場合において、必要がある

と認めるときは、事実関係又は当該職員の服務状況等についての調査を実施するも

のとする。 

（懲戒処分等） 



第５条 理事長は、自動車事故等に関する事実関係が確定したときは、速やかに懲戒

処分等についての手続を開始しなければならない。 

（懲戒処分等の量定の基準） 

第６条 懲戒処分等の量定の基準は、別表のとおりとする。 

（懲戒処分等の量定の加重又は軽減） 

第７条 懲戒処分等の量定は、自動車事故等の具体的事情に応じ、次に掲げる事由を勘案

して加重又は軽減するものとする。 

(1) 加重理由

イ 法第６２条（整備不良車両の運転の禁止）の規定に違反した場合 

ロ 法第７２条（交通事故の場合の措置）の規定に違反した場合（ひき逃げ、あ

て逃げ） 

ハ ２以上の重大な義務違反を犯した場合 

ニ ３以上の義務違反を犯した場合 

ホ 過去３年以内の期間において、自動車事故等により懲戒処分等を受けたこと

がある場合 

ヘ 法人に与えた損害が著しく大きい場合 

ト その他特別の事情がある場合 

(2) 軽減理由 

イ 自動車事故について相手方に過失があると認められる場合 

ロ 自動車の運転を主たる職務としない職員が所属長の命を受けて運転に従事し

た場合 

ハ その他特別の事情がある場合 

（審査） 

第８条 職員の自動車事故等のうち、懲戒処分に処する事案については、人事委員会

（公立大学法人青森公立大学人事委員会規程（平成２１年規程第１１号）の規定に

基づく人事委員会をいう。以下同じ。）において審査するものとする。 

（報告） 

第９条 理事長は、職員の自動車事故等について人事委員会の審査を経ずに処理した

ものについては、当該委員会にその処理内容を報告するものとする。 

附 則 

（実施期日） 

この規程は、平成２１年４月１日から実施する。 



別表（第６条関係） 

自 動 車 事 故 等 に 対 す る 処 分 基 準 

事故等の区分 
死傷 

物損 違反のみ 
死亡 重傷 軽傷 

重
大
な
義
務
違
反

・酒酔い運転 

・麻薬等運転 
解雇 解雇 解雇 解雇 解雇 

無免許運転 解雇 解雇 解雇 解雇 解雇 

酒気帯び運転 解雇 解雇又は停職 解雇又は停職 解雇又は停職 解雇又は停職

・速度超過 

(30km 以上超過) 

・過労運転 

解雇 停職又は減給 停職～戒告 減給又は戒告 減給又は戒告

義
務
違
反

 解雇～減給 停職～戒告 減給～訓告 
訓告又は厳重

注意 

訓告又は厳重

注意 

備考 

１ 「重傷」とは、医師の診断により 30日以上の入院治療期間を要すると認められ

た傷害をいう。 

２ 「酒酔い運転」とは、アルコールの影響により正常な運転ができないおそれが

ある状態での運転をいう。 

３ 「酒気帯び運転」とは、呼気 1リットルにつき 0.15mg 以上のアルコールを保有

している状態での運転をいう。 


